


























夕方から吹き荒れ始め、翌朝になってようやくおさまった野分を、時間の経過を追って人物の動きととも 描き切」っており、 「野分は夕霧の心象風景となって、物語の中を吹きぬけたのであった。 」 （注２）と指摘している。ここでは、本文中 野分に関する表現が見られる箇所を取り上げて、野分がどのような役割を果たしたのか考え いきたいと思う。










































ことと馴れ馴れしきにこそあめれ、いであなうたて、いかなるこにかあらむ、思ひよらぬ隈なくおはしける御心にて、もとより見馴れ生ほしたてたまはぬは、かかる御思ひ添ひたまへるなめり むべなりけりや、あな疎 しと思ふ心も恥づかし。 （注３
　
二七九頁）


























母である大宮に娘たちのことについて話している、 「野分」の最後の場面である。ここでは、 「風の音をも、今はかへりて 稚き子のやうに怖ぢたまふめれば」といった様子だった大宮が「のどやかにて御行ひしたまふ」 （注３）のだから、野分は治まっていると思われる。物語における野分の影響力がだん んと少なくなってくると同時に、視点が夕霧から語り手へと移行していく。　
ここまで野分について見てきたが、野分は台風を表すため、雨や風の
描写が野分だと定義すると、夕霧の心情を表現しているのは野分だけではないと私は考える。野分という現象 けでは 、花々が野分のために萎れて残っているといった野分がもたらした影響 そして雨や風だけではなく、日が出 きたなどの天候その のが夕霧の心情、主に恋情と呼応しているのではないだろうか。野分が吹き荒れる中、紫の上を垣間見、その美しさに心を奪われ、次第にその気持ちが恋慕へ 変わり 夕霧の心に定着していく様は「野分」の巻 おけ 時間の経過に良く似ていると思う。つまり、野分の荒々しさは紫の上への強烈な憧れを、野分の残した荒れ果てた庭の様子など 夕霧の心が き乱された名残を表しているのではないかと考え 。野分は、夕霧の「まめ人」らしからぬ心の乱れを象徴している ではないだろうか。
源氏物語において、似ている、という要素は、大変重要に、扱われているようである。特に、男性が女性に想いを寄せる場合、誰々に似ている、という感想から、想いが湧き立つことが非常に多い。そして、それはほとんどすべ の場合、垣間見て持つ印象なのである。（注４）
確かに夕霧は、 「少女」の巻で垣間見た惟光の娘の五節の舞姫を垣間見たときも
ただかの人の御ほどと見え いますこしそびやかに 様体などのことさらび、をかしきところはまさりてさへ見ゆ。暗ければこまかには見えねど、ほどのいとよく思ひ出でら さまに、心移るとはなけれど、た にもあらで（注３
　
六一頁）
というように、 五節の舞姫に雲居の雁を重ねて見ている。そんな夕霧が、初めて紫の上を垣間見たときには、 「 のに紛るべくもあらず」 （注３
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